
第
２
５
回
「
中
小
企
業
優
秀
新
技
術
・
新
製
品
賞
」

一般部門

優秀賞

フ
ロ
ー
系
有
機
合
成
用
モ
ノ
リ
ス
リ
ア
ク
タ
ー

エ
マ
オ
ス
京
都

　
エ
マ
オ
ス
京
都
の
「
ポ
リ
マ

ー
モ
ノ
リ
ス
」
は
、
有
機
物
を

重
合
し
て
作
製
す
る
高
分
子
多

孔
体
で
、
骨
格

材
料
部
分

と
流
路

孔
部
分

が
連
続
し

た
一
体
型
の
構
造
を
持
つ
。
マ

イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル

マ
イ
ク
ロ

は
１
０
０
万
分
の
１

単
位
で

孔
の
大
き
さ
を
制
御
で
き
る
独

自
の
技
術
に
よ
り
高
い
強
度
や

分
離
性
能
を
実
現
で
き
る
。
同

社
は
高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
用
の
分
離
媒
体
と
し
て

提
供
。
溶
液
か
ら
作
製
す
る
た

め
形
状
も
用
途
に
応
じ
て
円
柱

状
、
シ
ー
ト
状
な
ど
自
由
自
在

に
変
え
ら
れ
る
。
同
社
は
２
０

１
２
年
４
月
に
大
阪
市
立
工
業

研
究
所
と
共
同
で
「
フ
ロ
ー
系

有
機
合
成
用
モ
ノ
リ
ス
リ
ア
ク

タ
ー
」
を
開
発
し
た
。

　

京
都
市
右
京
区
、
０
７
５

・
３
２
３
・
６
１
１
３

環
境
調
和
型
の
次
世
代
界
面
活
性
剤
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

サ
ラ
ヤ

　
サ
ラ
ヤ
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

ソ
ホ
ロ

」
は
せ
っ
け
ん
、

化
学
合
成
界
面
活
性
剤
に
次
ぐ

高
性
能
・
環
境
調
和
型
の
第
三

世
代
界
面
活
性
剤

バ
イ
オ
サ

ー
フ
ァ
ク
タ
ン
ト

。
植
物
油

パ
ー
ム
油

と
糖
を
栄
養
に

し
て
、
酵
母
が
発
酵
し
精
製
す

る
。
天
然
物
抽
出
で
石
油
由
来

の
有
機
溶
剤
を
一
切
使
用
せ

ず
、
洗
浄
力
や
す
す
ぎ
性
が
高

く
、
生
分
解
性
、
低
い
泡
立
ち

が
特
徴
。

　
ソ
ホ
ロ
は
福
島
県
の
放
射

性
物
質
汚
染
地
域
の
除
染
業
者

の
目
に
と
ま
り
、
２

０
１
２
年
に
福
島
県

伊
達
市
内
の
国
道
舗

装
道
路

約

区
間

の
除
染
作
業

向
け
に
初
め
て
原
料

販
売
が
決
ま
っ
た
。

　

大
阪
市
東
住
吉

区
、
０
６
・
６
７
９

７
・
３
１
１
１

固
相
ゲ
ル
結
晶
化
法

創
晶

　
創
晶
は
固
相

ゲ
ル

中

で
、
た
ん
ぱ
く
質
の
結
晶
化
す

る
手
法
を
確
立
し
た
。
結
晶
核

発
生
確
率
の
上
昇
や
高
品
質
な

結
晶
の
育
成
が
期
待
で
き
る
た

め
、
高
い
結
晶
化
ヒ
ッ
ト
率
と

高
精
度
な
Ｘ
線
結
晶
構
造
解
析

を
実
現
し
て
い
る
。
２
０
１
２

年

月
か
ら
同
技
術
を
用
い
た

結
晶
化
受
託
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
結
晶
化

プ
レ
ー
ト
の
製
品
化
に
も
成
功

し
て
い
る
。

　
結
晶
中
に
ゲ
ル
繊
維
を
取
り

込
む
こ
と
で
結
晶
の
強
度
が
増

す
。
結
晶
の
乾
燥
や
凍
結
、
薬

剤
の
熱
処
理
耐
性
な
ど
が
向
上

し
、
結
晶
操
作
や
取
り
扱
い
が

容
易
に
な
る
。

年

月
末
ま

で
は
発
生
リ
ス
ク
な
ど
の
状
況

を
見
極
め
る
た
め
、
国
内
限
定

販
売
だ
が
、
そ
れ
以
降
は
米
国

と
欧
州
各
国
で
も
販
売
す
る
。

　

大
阪
府
吹
田
市
、
０
６
・

６
８
７
７
・
５
６
５
９

柿
渋
含
有
抗
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
ア
ル
タ
ン
ノ
ロ
エ
ー
ス

ア
ル
タ
ン

　
ア
ル
タ
ン
の
「
ア
ル
タ
ン
ノ

ロ
エ
ー
ス
」
は
、
食
中
毒
の
原

因
と
な
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
策
製
剤
と
し
て
、
飲
食
物
を

提
供
す
る
居
酒
屋
や
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
の
ほ
か
、
幼
稚
園
や
老

人
介
護
施
設
向
け
に
売
れ
て
い

る
。
渋
柿
の
搾
り
汁
か
ら
作
っ

た
柿
渋
の
中
の
タ
ン
ニ
ン
が
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
た
ん
ぱ
く
質

を
変
性
さ
せ
る
効
果
が
高
い
こ

と
に
注
目
し
、
柿
タ
ン
ニ
ン
と

エ
タ
ノ
ー
ル
を
混
ぜ
た
ウ
イ
ル

ス
対
策
製
剤
を
作
っ
た
。
調
理

器
具
や
ト
イ
レ
の
便
器
な
ど
に

噴
霧
し
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策

が
で
き
る
。
同
社
は
広
島
大
学

と
共
同
で
、
遺
伝
子
を
調
べ
る

手
法
を
使
い
、
柿
タ
ン
ニ
ン
溶

液
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
混
ぜ
た

際
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子

の
数
を
調
べ
、

％
の

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝

子
が
消
滅
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

東
京
都
大
田
区
、

０
３
・
３
７
４
３
・
５

７
０
５

直
接
通
電
加
熱
に
よ
る
新
ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
技
術

ア
ス
テ
ア

　
ア
ス
テ
ア
は
、
鋼
板
に
直
接

通
電
し
て
加
熱
す
る
ホ
ッ
ト
プ

レ
ス
工
法
「
ス
マ
ー
ト
ホ
ッ
ト

プ
レ
ス
を
開
発
し
た
。バ
ン
パ

ー
や
ド
ア
イ
ン
パ
ク
ト
バ
ー
な

ど
自
動
車
用
衝
突
安
全
部
品
の

製
造
に
お
け
る
高
効
率
・
省
エ

ネ
化
を
実
現
。
自
動
車
メ
ー
カ

ー
に
提
案
し
、
製
品
の
受
注
拡

大
を
目
指
す
。
直
接
通
電
方
式

に
よ
り
、
ジ
ュ
ー
ル
熱
を
利
用

し
て
加
熱
す
る
。
加
熱
時
に
の

み
通
電
す
る
の
で
、
加
熱
時
間

を
従
来
の
３
０
０
秒
程
度
か
ら

秒
程
度
に
短
縮
で
き
る
。
メ

ー
ン
と
な
る
技
術
は
、
変
態
点

の
温
度
差
を
利
用
し
た
部
分
非

焼
き
入
れ
工
法
。
材
料
全
体
を

ほ
ぼ
均
一
に
通
電
加
熱
す
る
。

加
熱
後
に
通
電
を
中
断
し
、
非

焼
き
入
れ
に
し
た
い
部
分
に
冷

却
ブ
ロ
ッ
ク
を
押
し
当
て
る
。

　

岡
山
県
総
社
市
、
０
８
６

６
・
９
３
・
２
３
２
３

永
く
生
花
を
咲
か
せ
て
お
け
る
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ラ
ワ
ー

日
本
バ
イ
オ

　
日
本
バ
イ
オ
は
生
花
の
自
然

な
色
を
半
年
以
上
保
つ
技
術

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ラ
ワ
ー
」
を

開
発
し
た
。
花
の
色
素
で
あ
る

ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
、
カ
ロ
テ
ン
な
ど
を
残

し
、
軽
く
握
っ
て
も
壊
れ
に
く

い
程
度
の
柔
軟
性
を
維
持
で
き

る
。
バ
ラ
や
ラ
ン
の
一
種
の

「
デ
ン
フ
ァ
レ
」
な
ど
約

種

類
の
花
を
加
工
で
き
る
。

　
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ラ
ワ
ー
は
脱

水
工
程
で
、
花
の
色
合
い
に
合

わ
せ
て
水
素
イ
オ
ン
濃
度

を
調
整
し
た
ア
ル
コ
ー

ル
を
使
う
た
め
、
色
が
抜
け
に

く
い
。
さ
ら
に
食
品
添
加
物
用

の
キ
レ
ー
ト
剤

を
混
ぜ
、
花
の

色
素
の
安
定
化

と
固
定
化
に
成

功
し
た
。

　

静
岡
県
掛

川
市
、
０
５
３

７
・
４
８
・
０

５
８
０

気
管
内
痰
の
自
動
吸
引
装
置

徳
永
装
器
研
究
所

　
徳
永
装
器
研
究
所
は
、
気
管

内
た
ん
吸
引
器
を
開
発
し
た
。

口
腔
や
気
管
内
に
あ
る
痰
を
吸

こ
う

こ
う引

す
る
の
に
利
用
す
る
。
病
院

や
在
宅
療
養
の
現
場
な
ど
で
痰

吸
引
が
必
要
な
筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症

Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者
や
障

害
者
、
高
齢
者
の
介
護
負
担
を

軽
減
す
る
目
的
で
開
発
し
た
。

同
吸
引
器
は
電
動
式
で
ポ
ン
プ

と
チ
ュ
ー
ブ
、
気
管
切
開
し
た

際
に
空
気
を
通
す
パ
イ
プ
状
の

気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
な
ど
で
構
成

す
る
。
患
者
の
気
管
内
に
カ
ニ

ュ
ー
レ
を
挿
入
し
、
た
ん
を
吸

引
す
る
こ
と
で
気
道
閉へ

い

塞
事
故
を
防
ぐ
。
ポ
ン

そ
くプ

の
気
密
性
を
高
め
た

こ
と
で
小
流
量
で
も
高

圧
力
を
維
持
、
粘
度
の

高
い
た
ん
を
吸
引
で
き

る
の
が
特
徴
。

　

大
分
県
宇
佐
市
、

０
９
７
８
・
３
３
・
５

５
９
５

超
薄
型
Ｐ
Ｃ
Ｄ
ダ
イ
シ
ン
グ
ブ
レ
ー
ド

新
日
本
テ
ッ
ク

　
新
日
本
テ
ッ
ク
の
「
超
薄
型

多
結
晶
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

Ｐ
Ｃ

Ｄ

ダ
イ
シ
ン
グ
ブ
レ
ー
ド
」

は
、
次
世
代
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
ダ
イ
シ

ン
グ

チ
ッ
プ
切
断

品
質
を

飛
躍
的
に
向
上
す
る
技
術
。
従

来
の
電
着
ブ
レ
ー
ド
や
レ
ー
ザ

ー
ダ
イ
シ
ン
グ
で
課
題
と
な
っ

て
い
た
割
れ
や
チ
ッ
ピ
ン
グ
、

熱
損
傷
の
発
生
を
抑
制
し
た
。

　
同
社
は
紫
外
光
励
起
研
磨

で
、
Ｐ
Ｃ
Ｄ
の
全
周
を
厚
さ

前
後
ま
で
尖
鋭
化
し
、
薄

型
の
脆
性
材
料
に
対
し
て
も
加

工
を
可
能
に
し
た
。
シ
リ
コ
ン

Ｓ
ｉ

ウ
エ
ハ
ー
の
加
工
実

験
で
は
、
従
来
ブ
レ
ー
ド
は
溝

幅
１
０
０

弱
で
ダ
イ
シ
ン

グ
面
に
微
小
チ
ッ
ピ
ン
グ
が
多

数
観
察
さ
れ
た
の
に
対
し
、
Ｐ

Ｃ
Ｄ
ブ
レ
ー
ド
は
溝
幅

。
　

大
阪
市
鶴
見
区
、
０
６
・

６
９
１
１
・
１
１
８
３

排
水
を
再
利
用
可
能
な
水
資
源
循
環
小
型
処
理
装
置

Ｊ
ト
ッ
プ

　
Ｊ
ト
ッ
プ
の
水
資
源
循
環
処

理
装
置
は
濾
過
に
用
い
る
活
性

炭
を
装
置
内
で
自
動
再
生
す

る
。
活
性
炭
の
交
換
作
業
が
不

要
に
な
り
、
廃
棄
物
も
出
な

い
。
１
日
当
た
り
３
０
０
立
方

を
処
理
す
る
他
社
設
備
と
比

べ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
３

分
の
１
程
度
に
な
る
。
さ
ら
に

沈
殿
槽
や
交
換
用
の
活
性
炭
備

蓄
槽
が
い
ら
ず
、
設
置
ス
ペ
ー

ス
も

分
の
１
以
下
で
済
む
。

　
装
置
は
特
殊
活
性
炭
を
充
填

し
た
金
属
槽
に
排
水
を
通

し
、
細
孔
に
排
水
中
の
有

機
成
分
を
吸
着
す
る
仕
組

み
。
脱
色
や
脱
臭
も
同
時

に
行
う
。
さ
ら
に
金
属
槽

に
は
均
一
に
過
熱
水
蒸
気

を
照
射
す
る
複
数
の
照
射

管
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　

大
阪
府
和
泉
市
、
０

７
２
５
・
５
１
・
３
８
６

０

杭
打
設
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

関
西
工
事
測
量

　
関
西
工
事
測
量
が
開
発
し
た

杭
打
設
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
は
、
測
量
機
で
あ
る
ト
ー

タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
無
線

機
、
携
帯
情
報
端
末
Ｐ
Ｄ
Ａ

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。
測
量

機
で
計
測
し
た
杭
の
傾
斜
角

が
、
設
計
角
度
と
ど
の
方
向
に

ど
れ
だ
け
ズ
レ
て
い
る
か
を
、

Ｐ
Ｄ
Ａ
上
で
直
感
的
に
表
示
で

き
る
。
重
機
で
作
業
中
に
３
次

元
の
計
測
デ
ー
タ
を
確
認
す
る

こ
と
で
、
効
率
的
に
正
確
な
打

設
が
可
能
と
な
る
。
測
定
デ
ー

タ
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
施
工

品
質
の
保
証
に
も
つ
な
が
る
。

　
同
シ
ス
テ
ム
の
最
大
の
特
徴

は
、
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
覗
く
と
見
え
る
焦
点
鏡
。
従

来
の
十
字
線
に
同
心
円
を
加
え

た
。
こ
れ
に
よ
り
杭
の
中
心
に

照
準
を
合
わ
せ
ら

れ
、
斜
め
に
傾
い
た

杭
で
も
角
度
や
距
離

を
測
定
で
き
る
。

　

大
阪
府
箕
面

市
、
０
７
２
・
７
４

９
・
１
１
８
８

超
高
精
度
焼
ば
め
ホ
ル
ダ
ス
リ
ム
ラ
イ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｏ

Ｍ
Ｓ
Ｔ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
振
れ
精
度
１

マ
イ
ク

ロ
は
１
０
０
万
分
の
１

以
内

を
実
現
し
た
超
高
精
度
微
細
切

削
加
工
用
焼
き
ば
め
ホ
ル
ダ
ー

工
具
保
持
具

「
ス
リ
ム
ラ

イ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｏ

ウ
ノ

。
工
具

の
保
持
は
ホ
ル
ダ
ー
の
加
熱
・

冷
却
で
行
う
焼
き
ば
め
ホ
ル
ダ

ー
で
あ
り
、
作
業
者
が
変
わ
っ

て
も
、
安
定
し
て
振
れ
精
度
１

を
出
せ
る
。
加
工
前
の
工

具
調
整
時
間
な
ど
を
削
減
で
き

る
。
ホ
ル
ダ
の
加
工
精
度
を
高

め
る
た
め
、
ス
リ
ム
ラ
イ
ン
Ｕ

Ｎ
Ｏ
加
工
専
用
の
内
面
研
削
盤

を
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
と
共
同

開
発
し
た
。
内
面
研
削
盤
の
主

軸
は
油
静
圧
軸
受
仕
様

に
し
、
こ
の
結
果
、
回

転
精
度
０
・
１

従
来
は
同
０
・
２

―
０
・
３

を
実

現
し
た
。

　

奈
良
県
生
駒
市
、

０
７
４
３
・
７
８
・
１

１
８
４

孵
化
途
中
卵
検
査
装
置

ナ
ベ
ル

　
ナ
ベ
ル
は
孵
化
途
中
卵
検
査

ふ

装
置
「
Ｅ
Ｖ
Ｓ
４
０
０
」
で
、

業
界
で
初
め
て
腐
敗
卵
や
発
育

中
止
卵
を
検
出
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
心
拍
や
拍
動
な
ど
の
生

体
信
号
を
検
出
す
る
こ
と
で
、

正
常
成
育
卵
の
検
出
精
度
は
他

社
従
来
機
の
９
割
程
度
に
対
し

て

％
超
ま
で
高
め
た
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
製
造

工
程
な
ど
で
の
生
産
性
向
上
に

貢
献
す
る
と
し
て
、
活
躍
の
場

の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。
同
社

は
生
体
由
来
の
各
卵
で
発
生
す

る
受
光
量
変
動
を
時
間
軸
と
と

も
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
手
法

を
装
置
に
組
み
込
ん
だ
。
受
光

量
の
変
動
は
ご
く
微
弱
な
た

め
、
ノ
イ
ズ
を
除
去
し
な
が
ら

信
号
を
増
幅
す
る
技
術
が
不
可

欠
だ
っ
た
。

　

京
都
市
南
区
、
０
７
５
・

６
９
３
・
５
３
０
１

無
塩
醤
油
及
び
醸
造
ア
ミ
ノ
酸
酢
の
開
発
と
製
品
化

福
岡
県
醤
油
醸
造
協
同
組
合

　
福
岡
県
醤
油
醸
造
協
同
組
合

は
、
し
ょ
う
ゆ
醸
造
に
食
塩
を

一
切
使
用
し
な
い
製
法
を
確
立

し
た
。
食
塩
の
代
わ
り
に
ア
ル

コ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
塩
分

濃
度
の
低
減
と
同
時
に
ア
ミ
ノ

酸
を
豊
富
に
含
む
製
品
を
完
成

し
た
。
ま
た
醸
造
後
に
酢
酸
発

酵
さ
せ
る
こ
と
で
、
う
ま
味
の

多
い
食
用
酢
の
開
発
に
も
成
功

し
た
。

　
通
常
し
ょ
う
ゆ
は
大
豆
と
小

麦
に
麹
菌
を
増
殖
さ
せ
、
不

こ
う
じ

敗
防
止
や
発
酵
促
進
の
た
め
食

塩
を
使
う
。
だ
が
み
り
ん
が
米

麹
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
抽
出
、
発

酵
さ
せ
る
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
新

製
法
を
考
案
し
た
。
塩

を
使
わ
な
い
こ
と
に
よ

る
衛
生
リ
ス
ク
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
使
用
や
高
温

瞬
間
殺
菌
で
回
避
す

る
。

　

福
岡
県
筑
紫
野

市
、
０
９
２
・
９
２
２

・
３
８
３
１

静
電
容
量
型
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
触
覚
フ
ィ
ル
ム

オ
ー
ギ
ャ

　
オ
ー
ギ
ャ
は
導
電
シ
リ
コ
ン

ラ
バ
ー
と
薄
膜
電
極
を
印
刷
形

成
し
た
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
か
ら
な

る
静
電
容
量
型
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

触
覚
フ
ィ
ル
ム
技
術
を
開
発
し

た
。
極
め
て
薄
く
、
組
み
込
み

の
自
由
度
が
非
常
に
高
い
。
こ

の
技
術
を
基
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
ハ

ン
ド
な
ど
の
触
覚
機
能
の
他

に
、
ア
ナ
ロ
グ
入
力
ス
イ
ッ
チ

か
ら
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ま

で
、
こ
れ
ま
で
の
セ
ン
サ
ー
技

術
で
は
実
現
が
困
難
な
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ナ
ロ
グ
入
力
機
器
の
作

製
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
最
大
の
特
徴
は
非
常
に
安
価

で
軟
ら
か
い
材
料
の
み
で
セ
ン

サ
ー
ヘ
ッ
ド
を
構
成
し
て
い
る

点
だ
。
小
面
積
か
ら
大
面
積
の

セ
ン
サ
ー
フ
ィ
ル
ム
を
自
在
に

作
れ
る
。

　

富
山
県
高
岡
市
、
０
７
６

６
・
７
３
・
２
０
３
０

中小企業庁長官賞

湖
北
工
業
石
英
マ
イ
ク
ロ
チ
ュ
ー
ブ
・
キ
ャ
ピ
ラ
リ

　
湖
北
工
業
の
「
多
目
的
用

途
に
適
応
可
能
な
石
英
マ
イ

ク
ロ
チ
ュ
ー
ブ
・
キ
ャ
ピ
ラ

リ
」
は
、
高
純
度
な
石
英
ガ

ラ
ス
製
の
管
。
柔
軟
に
曲
が

り
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
形

状
に
成
形
で
き
る
。
最
小
径

は
０
・
１

で
、
最
大

本
の
キ
ャ
ピ
ラ
リ

毛
管

を
通
せ
る
。
こ
う
し
た
微
細

な
形
状
の
ガ
ラ
ス
管
は
ほ
か

に
な
く
、
先
端
技
術
で
の
用

途
開
発
の
期
待
か
ら
需
要
と

引
き
合
い
が
伸
び
て
い
る
。

　
特
に
期
待
さ
れ
る
の
は
血

液
や
体
液
、
細
胞
な
ど
の
成

分
を
光
セ
ン
サ
ー
で
分
析

し
、
病
状
を
診
断
で
き
る
医

療
検
査
チ
ッ
プ
の
部
材
。
小

片
形
の
チ
ッ
プ
に
微
量
な
液

体
試
料
を
流
せ
る
流
路
と
な

り
、
不
純
物
を
含
ま
な
い
石

英
に
よ
る
高
い
光
透
過
で
高

精
度
に
分
析
で
き
る
。
微
量

の
体
液
で
検
査
で
き
、
患
者

の
負
担
も
減
ら
せ
る
。
海
外

メ
ー
カ
ー
か
ら
は
す
で
に
数

千
本
単
位
で
受
注
・
納
品

し
、
国
内
メ
ー
カ
ー
に
も
供

給
実
績
を
増
や
し
て
い
る
。

　
ほ
か
に
も
医
療
分
野
で
は

細
胞
の
保
存
・
培
養
、
が
ん

細
胞
を
摘
出
す
る
内
視
鏡
の

視
覚
・
ガ
イ
ド
用
チ
ュ
ー
ブ

と
い
っ
た
先
進
医
療
で
の
用

途
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
１
０
０
０
度
Ｃ
超
の
高
温

に
耐
え
、
ガ
ス
の
腐
食
性
に

も
優
れ
る
。
こ
の
た
め
産
業

分
野
で
も
、幅
広
い
液
体
気

体
の
分
析
装
置
に
応
用
で
き

る
。
独
自
に
用
途
開
発
を
試

み
て
い
る
分
野
は
、
防
犯
シ

ス
テ
ム
の
光
セ
ン
サ
ー
や
、

太
陽
光
や
自
動
車
な
ど
の
排

熱
を
伝
送
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
用
途
。

　

滋
賀
県
長
浜
市
、
０
７

４
９
・
８
５
・
３
２
１
１

　りそな中小企業振興財団と日刊工業新
聞社が共催する「第 回中小企業優秀新
技術・新製品賞」は、応募総数 件を
集め、中小企業庁長官賞１件、優秀賞
件、優良賞 件、奨励賞 件の合計 件
が入賞した。内訳は一般部門の応募が
件で、中小企業庁長官賞１件、優秀賞
件、優良賞９件、奨励賞８件の計

件。ソフトウエア部門は応募が 件で、
優秀賞２件、優良賞２件、奨励賞３件の
計７件だった。 （１面参照）

（ ） 　　 ２０１３年 平成２５年 ４月３日 水曜日 　　


